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 発行：株式会社ワイズ 
 ワイズ公共データシステム(株) 

 

連絡先：TEL.0269-65-4710 FAX.0269-65-4745 
 [URL] http://www.wise.co.jp/ 

送信枚数 １枚 

＜ Ｙ点 絶対的力量指標の苦しみ ＞ 
 

「WISE FAXNET」は建設業業務支援ソフト「Wisdom（ウィズダム）」ユーザー様、ワイズ公共データシステム(株)に経営状況分析申請を頂いたお客様、又は資料のご請求

を頂きましたお客様及び研修会で名刺交換をさせていただきました皆様等に経審に関する最新情報、経審書類作成のワンポイントを紹介、月一回の発行となります。 

内容に関するお問い合わせ、バックナンバーの請求（99 年 2 月号～）は弊社までご連絡下さい。弊社ホームページよりバックナンバーのダウンロードができます（7 月号

は 7月 31 日より可能）。ログインＩＤは「1921」です。入力後、［ログイン］ボタンをクリックして下さい。 → ワイズホームページ http://www.wise.co.jp/ 

 

 

 

 

貴社名 

ご担当者様 ご役職・部署名 

TEL FAX 

今後メールでの送信をご希望される場合は下記にアドレスをご記入下さい。 

e-mail 

資料・デモをご希望の方は、下記にご連絡先をご記入下さい。ユーザー様で前回

登録時と変更のない場合には、貴社名とご担当者名、TEL のみをご記入下さい。 

FAX 送信はこちらまで ⇒ 0269-65-4745 

□Wisdom 資料請求（無償）   □Wisdom デモ CD希望（無償） 

□送信先宛名変更（右欄に変更後の宛名をご記入ください） 

□今後「Wise FAXNET」送信不要 □今後「Wise FAXNET」はメールで希望 

 

発行日 2008 年 7 月 31 日 

 「小規模事業者ほど Yで点数を稼いでおり、評価が歪んでいるのではないか。」（中建審ワーキンググループ第 1回経営事項審査改正
専門部会）との指摘のもと、今回導入された絶対的力量指標（営業キャッシュフロー（X7）、利益剰余金（X8））は多くの中小の建設
会社を苦しめています。 
 Y評点は、右のウェイト換算グラフにあるように、最高点が 1,595点、最低点が 0点となっていますが、実際は△207点から 1,595
点の範囲（点数幅は、1,802点）で動くようになっています。 

ワイズ公共データシステム株式会社  ＜経営状況分析申請＞  受付中！！ 
詳しい資料請求はこちらまで ⇒ ■お電話＜026-232-1145＞ ■e-mail＜info@wise-pds.jp＞ 

 

 

ワイズ 窓口・システムサポート業務について  

8/13（水）～8/17（日）までお休みとさせて頂きます 
尚、メール・FAX でのご注文、資料請求、サポートの受付は 24 時
間受け付けております。但し、ご回答、商品発送等につきましては

8月 18日(月)以降となりますので、ご了承下さい。 

◆◇◆ お盆休業のお知らせ ◆◇◆ 

 これらの指標が中小の会社にとって厳しいのは、右下図に示

したように点数計算の違いにより、Y 評点の絶対額評価の方が

より点数が上がりづらくなっているからです。例えば、自己資

本額（X21）指標は評点テーブルで計算しますので、金額の少

ない層は上がり方が大きく、金額が大きくなるにつれて上昇率

が下がります。例えば、自己資本額１億円では 715点、100億
円では 1,249 点で、およそ 1.75 倍です。それに対し、利益剰
余金（X8）は、Y評点の中の指標で係数を乗ずる形なので、金
額の上昇に合わせて直線的に上昇していきます。例えば、利益

剰余金 1 億円では約 2.88 点（Y 点）、100 億円では約 287.76
点（Y点）で 100倍になります。この壁はかなり大きなもので
す。 
景気が低迷し、なかなか利益が上がらない中で立ちふさがる

大きな壁にはね返されて、挑戦する意欲をなくしてしまわない

かと危惧しています。 
ＷＩＳＥＮＥＴ編集部  松 村    清（税理士） 

そして、その 1,802点のうち、営業キャッシュフロー（X7）に
は約 343 点（全体の 19.0％）、利益剰余金（X8）には、約 298

点（全体の約 16.4％）が配分されています。ウェイト換算グラ

フにおいては、全部の棒の長さのうち、この（X7）、（X8）の棒
の長さの割合が、それぞれ 19.0％、16.4％になるということで
す。しかしながら、中建審ワーキンググループ経営事項審査改

正専門部会で示されたＹ評点への寄与度では、営業キャッシュ

フロー（X7）が 5.7％、利益剰余金（X8）が 4.4％と低くなっ
ています。これは、このふたつの指標の幅は大きいのですが、

実際の会社が獲得している点数は小さいため、全体への寄与度

が低下しているものと思われます。 
 

1,595点～△207点（0点）

約298点 

16.4％ 約343点

19.0％

X7 X8 
（↑経審計算書類作成システム シミュレーション結果画面より） 
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利益剰余金

自己資本額

X2・Y 評点 ＜利益剰余金・自己資本額＞ 

 10 億円             50 億円                   100 億円 

P 点換算値 


